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⾼臨場⼤画⾯通信⽤⼀体型エンコーダ構成技術を開発 
〜ＨＤＴＶを超える⾼臨場⼤画⾯通信システム機器の⾼画質化、⼩型化、経済化を実現〜

 ⽇本電信電話株式会社（以下ＮＴＴ、本社︓東京都千代⽥区、代表取締役社
⻑︓和⽥紀夫）は、⾼臨場⼤画⾯（ＳＨＲ︓Ｓｕｐｅｒ Ｈｉｇｈ Ｒｅｓｏ
ｌｕｔｉｏｎ）映像通信⽤⼀体型エンコーダ*１構成技術を開発しました。
 従来、ＨＤＴＶ*２を超える⼤きな映像を圧縮・伸張するためには、画⾯全
体を分割しＨＤＴＶ単位に処理する必要がありますが、エンコーダ間の情報の
やり取りが出来ず、映像によっては、画質にばらつきが発⽣します。今回、開
発した協調符号量制御技術は、世界で初めてリアルタイムにエンコーダ間の情
報やり取りを可能としたもので、画質のばらつきを防⽌し、更なる⾼画質化を
達成しました。
 また、⼼臓部にＭＰＥＧ－２*３国際標準に準拠した１チップＨＤＴＶ Ｃ
ＯＤＥＣ*４－ＬＳＩ「ＶＡＳＡ」（以下、ＶＡＳＡ）を使⽤することによ
り、ＨＤＴＶの４倍サイズ（縦２１６０画素 横３８４０画素）の⼤画⾯通信
システム機器が、従来システムにくらべ、サイズで約６分の１、消費電⼒で約
４分の１となり、⼩型化、経済化が可能になります。
 サッカーのサテライトスタジアムやコンサート中継などのライブ伝送だけで
なく、記録・再⽣⽤途への適⽤も可能であるため、デジタルシネマ、ステレオ
⽴体TV、マルチアングルTV等、将来の⾼臨場⼤画⾯映像分野での活⽤が期待
され、⾼臨場⼤画⾯映像配信サービスの活性化が⾒込まれます。

○開発の経緯
 ＮＴＴサイバースペース研究所では従来から、ブロードバンドネットワ
ークを活⽤した⾼品質の映像配信等のサービスを実現するため、ＭＰＥＧ
－２ ポータブルＨＤＴＶエンコーダシステムの開発、さらにポータブルＨ
ＤＴＶエンコーダとデコーダを複数台組み合わせた⾼臨場⼤画⾯映像通信
システムを開発してきました。このシステムでは、２００１年サッカーワ
ールドカップ準決勝戦の模様をクローズドサーキット会場となった横浜市
⼭下公園に⼤画⾯で伝送した他、同年、松本市で開催されたサイトウキネ
ンフェスティバルのコンサート模様を銀座お台場パレットタウンやＮＴＴ
武蔵野Ｒ＆Ｄセンタへライブ伝送するなど、多くの皆様に会場の雰囲気そ



のままにライブ感覚で楽しんでいただいてきました。
 このような⾼臨場⼤画⾯通信を使ったスポーツコミュニティ・⾳楽イベ
ントライブ等の伝送サービスを普及させるためには、通信システムの⾼画
質化、⼩型化、経済化が必要とされていました。

○技術のポイント
１．協調符号量制御技術で⾼画質化を達成（別紙参照）
 協調符号量制御技術は、⾼臨場⼤画⾯映像を構成する複数のＨＤＴＶ
映像の符号化特性をリアルタイムに解析し、異なる複数のＨＤＴＶ映像
に適した最適な符号量で処理することが可能で、これにより画質にばら
つきのない⾼画質化を達成しました。もちろん、独⽴制御することで、
⾼性能４チャンネルＨＤＴＶエンコーダとしての使⽤も可能です。

２．ストリーム多重化機能で⾼臨場⼤画⾯圧縮映像の記録・再⽣が容易
 従来の複数エンコーダを⽤いたシステムでは、特別の外部装置を⽤い
ない限り、⾼臨場⼤画⾯の圧縮映像が、複数のストリーム*５に分れて出
⼒されるため、その記録・再⽣が困難でした。今回、VASAに実装され
ているストリームの縦続連結による多重化機能を使い、１本のストリー
ムに束ねて（多重化）出⼒することができます。これにより、市販スト
リームレコーダ等で⾼臨場⼤画⾯圧縮映像を容易に記録・再⽣できるこ
とから、ライブ伝送に限らず、幅広い⽤途での使⽤が可能です。

○今後の予定
 ＨＤＴＶを超えた次世代の⾼臨場⼤画⾯映像通信に向けて、商⽤化を図
り、⾼臨場⼤画⾯映像配信サービスの活性化を⽬指します。その⼀環とし
て、２００４年４⽉１７⽇からラスベガス（アメリカ）で開催されるＮＡ
Ｂ*６２００４に出展し、多くの皆様にご覧いただく予定です。また、光ネ
ットワークを活⽤した多種多様なサービス展開を図るため、従来から取り
組んでいる⾼圧縮かつ⾼品質な映像符号化技術およびＬＳＩ構成技術をさ
らに発展させ、次世代のＣＯＤＥＣ技術の開発に取り組んでゆきます。

＜⽤語解説＞
*１︓エンコーダ
映像や⾳声データを所定のストリームに圧縮する装置。その逆に、圧縮されたストリーム
から映像や⾳声データに伸張する装置をデコーダといいます。

*２︓ＨＤＴＶ（High Definition Television）
通常ＴＶ映像(ＮＴＳＣ)に⽐べ、より⾼精細なＴＶ映像を指します。ＮＴＳＣが縦４８０横
７２０画素で構成されるのに対して、ＨＤＴＶは縦１０８０横１９２０画素と、６倍以上
の⾼精細度を持っています。

*３︓ＭＰＥＧ－２（Moving Picture Experts Group-2）
動画像圧縮に関する国際標準⽅式です。ＨＤＴＶを含むテレビ映像など⾼品質な映像の標
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準符号化⽅式で、ＤＶＤやデジタルテレビ放送にも適⽤されています。
*４︓ＣＯＤＥＣ
エンコーダとデコーダの、両⽅の機能を有するもの。デジタルの映像や⾳声はデータ量が
膨⼤となるため、適切なＣＯＤＥＣを⽤いてデータを圧縮することが重要となります。

*５︓ストリーム
画像、⾳声などを圧縮符号化したデータ列のことをいいます。

*６︓ＮＡＢ（National Association of Broadcasters）
⽶国の放送業界団体「全⽶放送事業者協会」。毎年、テレビ／ラジオ放送の設備やアプリ
ケーションに関する世界最⼤規模の展⽰会を開催している。

別紙
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